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塩業に関する貴重な資料を蔵書しています



2

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
介
護
の

必
要
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
本
町
は
、
高
齢
化
率
は
県
下

で
も
低
い
状
態
で
す
が
、
着
実
に

高
齢
者
人
口
は
増
え
、
要
介
護
認

定
者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
し

て
も
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
体
制
を
進
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
宇
多

津
町
」
を
目
指
し
て
、
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間

平
成
十
八
〜
二
十
年
度

施
策
体
系

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

Ⅰ．

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ⅱ．

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
日
常

生
活
支
援
の
充
実

Ⅲ．

施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ⅳ．

社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
Ⅴ．

心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り

Ⅵ．

サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を

図
る
た
め
の
方
策

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ⅰ．

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ⅱ．

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ⅲ．

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

Ⅳ．

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
円

滑
な
運
営

地
域
支
援
事
業
の
推
進

Ⅰ．

実
施
体
制
の
整
備

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
整
備

②
包
括
的
支
援
事
業
の
充
実

③
セ
ン
タ
ー
と
地
域
関
係
機
関
と

の
連
携

Ⅱ．

介
護
予
防
の
強
化

①
介
護
予
防
の
推
進

②
介
護
予
防
事
業
の
充
実

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
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１

相
　
関
　
図�

両
計
画
の�

老
人
保
健
福
祉
計
画
（
第
四
次
）�

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
保
健
福
祉
事
業
全
般
に
関
す
る
総
合
計
画�

●
全
て
の
高
齢
者
に
係
る
老
人
保
健
福
祉
事
業
の
政
策
目
標
等�

●
高
齢
者
全
体
の
実
態
及
び
需
要
の
現
状
把
握�

●
介
護
保
険
給
付
対
象
外
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
確
立�

●
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
把
握
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
策�

介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
三
期
）�

要
介
護
・
要
支
援
高
齢
者
（
保
険
給
付
）
、
及
び
要
介
護
・
要
支
援
と
な
る�

お
そ
れ
の
高
い
高
齢
者
（
地
域
支
援
事
業
）
を
対
象
と
し
た
、
介
護
サ
ー
ビ�

ス
等
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
実
施
計
画�

●
介
護
保
険
給
付
対
象
者
及
び
地
域
支
援
事
業
対
象
者
の
個
別
需
要
及
び
現
状
把
握�

●
介
護
保
険
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
支
援
事
業
の
供
給
体
制
の
確
立�

　
・
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
の
算
出
と
そ
の
確
保
に
向
け
て
の
整
備
方
策
等�

　
・
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
の
た
め
の
事
業�

●
事
業
費
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項�

老
人
保
健
福
祉

介
護
保
険
事
業
計
画

老
人
保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画

及
び
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。



近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
に
よ

る
家
庭
に
お
け
る
介
護
や
育
児
機

能
の
低
下
を
は
じ
め
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
地
域
に
住

む
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
な
ど
地
域
社
会
は
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
ど
も

の
い
る
家
庭
な
ど
を
対
象
と
し
た

福
祉
計
画
で
は
、
対
応
し
き
れ
な

い
新
た
な
地
域
課
題
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
福
祉
」
と
は
、
地
域
に

住
む
全
て
の
人
が
個
人
と
し
て
自

立
し
、
尊
厳
を
も
っ
て
、
住
み
な

れ
た
家
庭
や
地
域
の
中
で
、
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
、
行
政

機
関
、
福
祉
事
業
関
係
者
な
ど
が

と
も
に
連
携
し
協
働
し
な
が
ら
、

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
や

地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
な
ど
、
地

域
社
会
全
体
で
生
活
課
題
を
解
決

し
て
い
く
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、
行
政

機
関
、
関
係
機
関
な
ど
、
地
域
社

会
を
構
成
す
る
も
の
の
役
割
を
明

確
に
し
、
と
も
に
助
け
合
い
、
支

え
合
う
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た

仕
組
み
や
取
り
組
み
を
示
し
た
も

の
が
「
地
域
福
祉
計
画
」
で
す
。

基
本
理
念

「
す
べ
て
の
人
が
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
と
も
に
輝

く
ま
ち
宇
多
津
」
を
基
本
理
念
と

定
め
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
活

動
し
や
す
い
、
安
心
で
快
適
な
生

活
を
送
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

基
本
目
標

基
本
理
念
に
示
す
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
行
政
と
町
民
が
目

指
す
町
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
に

次
の
三
つ
を
計
画
の
基
本
目
標
と

し
ま
す
。

①
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
を
進
め

る
ま
ち
づ
く
り

②
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

③
心
を
つ
な
ぐ
人
を
育
む
ま
ち
づ

く
り

計
画
の
期
間

平
成
十
八
〜
二
十
二
年
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
３

3

地
域
福
祉
計
画

施　策　体　系�

基本理念：�
　すべての人がいつまでも�
　いきいきと暮らし、�
　ともに輝くまち宇多津�

１．地域の連携・ネットワークづくりの促進�
�

　○地域の安心ネットワークシステムの構築�

　○民生委員児童委員の活動の充実�

　○住民の地域活動に対する支援の強化�

　○地域における見守りや支え合いの推進�

　○地域の防災・防犯対策の充実�

�

２．バリアフリーのまちづくり�
�

　○心のバリアフリーの推進�

　○まちのバリアフリーの推進�

　○情報のバリアフリーの推進�

　○公共交通機関のバリアフリー化の促進�

�

３．社会参加と交流の促進�
�

　○自治会への加入促進と活動支援�

　○世代間交流等の促進�

　○地域資源の活用の促進�

　○障害者高齢者などの地域福祉活動への参加の拡大�

�

４．男女共同参画社会を実現するために�
�

　○男女共同参画社会の実現に向けた啓発の推進�

　○お互いの性を尊重できる学習機会等の提供�

Ⅰ
　
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り�

１．ニーズに対応したサービス提供体制の整備�
�

　○社会福祉協議会への支援の充実�

　○地域における組織の連携の強化�

　○サービス提供事業者の資質の向上�

　○ボランティア活動等の活性化�

�

２．総合的な情報提供・相談支援体制を整備充実�
�

　○総合的な相談支援体制の整備�

　○情報提供の充実�

　○情報のバリアフリーの推進【再掲】�

　○ＩＴ機器の利用の促進�

�

３．福祉サービスの適切な利用の促進�
�

　○苦情受付や解決の仕組みづくりの推進�

　○福祉サービス評価によるサービスの質の向上�

�

４．権利擁護を推進するために�
�

　○権利擁護事業の推進�

　○成年後見制度の活用促進�

Ⅱ
　
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り�

１．福祉活動への理解を深めてもらうために�
�

　○福祉教育の充実�

　○住民の地域活動への参加の促進�

　○地域福祉に対する意識の変革�

�

２．地域福祉活動の担い手を育成するために�
�

　○ボランティアの養成�

　○ボランティアコーディネーターの推進�

Ⅲ
　
心
を
つ
な
ぐ
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り�
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※詳しくは町保健福祉課（公務員の方は勤務先）へお問い合わせください。（�４９－８００３）�

　平成18年4月1日から、児童手当制度が拡充されました。�
　支給対象年齢が、現在の小学校第3学年修了前（9歳到達後最初の年度末）までから、小学校第6学年修了前�
（12歳到達後最初の年度末）までに拡大、所得制限が大幅に緩和されました。�
　新たに、児童手当等を受けられる児童の保護者の皆様については、宇多津町保健福祉課の窓口（公務員の方は
勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。�
　なお、改正に伴う新規請求等は、平成18年9月30日までに受け付けたものに限り特例的に4月1日（または
支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。�

（単位：千円）�

扶養親族等の数�
自営業者�

（国民年金加入者）�

0人�
1人�
2人�
3人�
4人�
5人�

4,600�
4,980�
5,360�
5,740�
6,120�
6,500

サラリーマン�
（厚生年金加入者）�

5,320�
5,700�
6,080�
6,460�
6,840�
7,220

改正後の所得制限限度額表�

児童手当が小学校6年生まで拡大�
所得制限限度額が大幅に緩和されました�

※所得額から控除できる額は、定額控除
8万円並びに地方税法に規定する控除
額（雑損・医療費・障害者・寡婦など）�

　なお、請求書のほか、認定に必要な添付書類は、�
　　・健康保険被保険者証の写し（申請者が厚生年金加入者の場合）�
　　・所得証明書（宇多津町に、その年の1月1日以降に転入されてきた場合）　などとなっています。�
（注）所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。�
（注）平成18年10月１日以降の申請については、申請月の翌月分からの支給となります。�

平成18年度に小学校4年生の�

児童等がいる保護者の皆様�
（平成8年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれ）�

　平成18年3月31日まで、当該児童に係る児童手当

等を宇多津町で受給していた保護者の方は、4月以降

も引き続き支給されます。�

　上記に該当しない保護者の方で、受給資格があ
る場合は、認定請求又は額改定認定請求の手続き
が必要になります。�

平成18年度に小学校5・6年生の�

児童等がいる保護者の皆様�
（平成6年4月2日生まれ～平成8年4月1日生まれ）�

　現在、児童手当等を受給していない保護者の方
は認定請求、現在、児童手当等を受給している保
護者の方は額改定認定請求等の手続きが必要とな
ります。�

手続きはお済ですか!

支給額�

5,000円�
5,000円�
10,000円�

第1子�
第2子�
第3子以降�



四
分
の
三
納
付
期
間
分
は
六

分
の
五

と
な
り
ま
す
。
若
年
者
納
付

猶
予
の
期
間
は
、
年
金
額
へ

の
反
映
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か

ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課
・
保
険
料
課

�
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
１

宇
多
津
町
障
害
者
福
祉
年
金
を

次
に
該
当
さ
れ
る
方
に
支
給
い
た

し
ま
す
。

（
昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
は
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。）

▼
該
当
者

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
（
五
月

一
日
現
在
）
住
所
を
有
す
る
者

で
次
の
該
当
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
（
一
級
か
ら

六
級
）

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者（
�
・
Ａ
・
�
・
Ｂ
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

（
一
級
か
ら
三
級
）

▼
支
給
日

六
月
二
十
六
日
�

▼
そ
の
他

次
の
方
は
、
変
更
ま
た
は
申
請

の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
で
金

融
機
関
を
変
更
さ
れ
る
方

②
平
成
十
七
年
五
月
一
日
以
降
、

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

▼
持
参
物

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
・
預
金
通
帳

▼
受
付
期
間

六
月
五
日
�
〜
十
六
日
�
ま
で

▼
受
付
場
所

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
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児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
六
月
五
日
�
か
ら
二
十

六
日
�
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
現
在
、
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
所
得
、
療
育
の
状
況
な
ど

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
届
出
は
、
引
続
き
手
当
を

受
け
ら
れ
る
か
を
決
め
る
大
切
な

も
の
で
す
。

引
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ

っ
て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な

い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
３

5

六
月
は
児
童
手
当
等
現

況
届
の
提
出
期
間
で
す

宇
多
津
町
障
害
者
福
祉
年

金
の
支
給
に
つ
い
て

○
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
や
天
災
・
失
業
等
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
十
八
年
七
月
か
ら
四
段
階

の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

従
来
の
「
全
額
免
除
」、「
半
額

免
除
」
に
加
え
、
保
険
料
の

「
四
分
の
一
」
ま
た
は
「
四
分

の
三
」
が
免
除
と
な
る
四
段
階

の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
等
に
応
じ

た
免
除
制
度
が
利
用
で
き
保
険

料
が
納
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

申
請
免
除

【
対
象
者
】

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
す

べ
て
が
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

【
保
険
料
】

全
額
免
除
、
一
部
納
付
（
四
分

の
一
、
半
額
、
四
分
の
三
）
が
あ

り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

【
対
象
者
】

学
生
で
な
い
三
十
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
（
所
得
の
高
い

世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請
免

除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

【
保
険
料
】

全
額
を
猶
予

▼
承
認
期
間
は

七
月
か
ら
翌
年
六
月
（
一
月
か

ら
六
月
の
間
に
申
請
し
た
場
合

は
そ
の
年
の
六
月
）ま
で
で
す
。

▼
承
認
を
受
け
た
期
間
は

①
年
金
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
に
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
。

②
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請

求
す
る
と
き
は
、
納
付
済
期

間
と
同
じ
取
扱
い
と
な
り
ま

す
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
は
、

全
額
免
除
期
間
分
は
全
額
納

付
の
場
合
の
三
分
の
一
、

四
分
の
一
納
付
期
間
分
は
二

分
の
一
、

半
額
納
付
期
間
分
は
三
分
の

二
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
は
「
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す



平
成
十
七
年
度
に
年
金
か
ら
天
引

き
に
な
っ
て
い
る
方
へ

平
成
十
八
年
度
か
ら
介
護
保
険

料
の
基
準
額
が
変
更
に
な
り
、
新

し
い
段
階
で
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
も
引
き
続
き
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
る
予
定
で
す

が
、
七
月
に
な
ら
な
い
と
十
八
年

度
の
保
険
料
が
決
定
し
な
い
た

め
、
平
成
十
八
年
二
月
の
金
額
で

四
月
に
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の

ま
ま
も
し
、
保
険
料
が
今
お
知
ら

せ
し
て
い
る
年
間
保
険
料
と
変
わ

ら
な
け
れ
ば
十
月
・
十
二
月
・
二

月
の
保
険
料
が
か
な
り
高
額
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
六
月
・
八
月

か
ら
平
準
化
す
る
た
め
に
変
更
し

て
、
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

�
�
人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑫
�
�

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
に

「
解
放
令
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
即
応
す
る
同
和
問
題

に
つ
い
て
の
実
質
上
の
行
政
施
策

は
、
殆
ど
講
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。「

解
放
令
」
以
降
、
一
九
六
五

年
（
昭
和
四
十
年
）
に
、「
同
和

対
策
審
議
会
」
の
答
申
を
受
け
、

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

に
、「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
、
一
九
八
二
年

（
昭
和
五
十
七
年
）
に
は
「
地
域

改
善
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
生
活

環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
人
々
の
観
念

や
意
識
の
中
に
潜
在
す
る
「
心
理

的
差
別
」
の
解
消
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
今
な
お
、
結
婚
差
別
や
就

職
差
別
が
根
強
く
残
り
、
更
に
は

差
別
発
言
や
差
別
落
書
き
の
事
象

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
、一
層
の
理
解
を
深
め
、

自
ら
の
意
識
改
革
と
自
ら
を
啓
発

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

宇
多
津
町
で
は
「
宇
多
津
町
同

和
教
育
推
進
協
議
会
」
を
中
心
と

し
て
、
同
和
問
題
を
核
と
し
た
人

権
教
育
を
実
施
し
、
住
民
の
誤
っ

た
意
識
の
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
行
政
を
中
心
と
し
た
啓

発
活
動
・
学
習
会
・
研
修
会
・
リ

ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
等
を
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
と
も
に
積
極
的

か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
の
人
権
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
和
問
題
を

悪
用
し
た
「
エ
セ
行
為
（
悪
徳
商

法
）」
は
現
在
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
同
和
問
題
を
口
実

に
し
た
「
ゆ
す
り
」
・
「
た
か
り
」

等
を
す
る
行
為
で
あ
り
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
人
々
に
誤
っ
た
意
識

を
植
え
付
け
る
大
き
な
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
を
排
除
す
る

た
め
、
行
政
以
下
関
係
機
関
が
相

互
に
連
絡
を
密
に
し
、「
エ
セ
行

為
（
悪
徳
商
法
）」
の
断
固
た
る

排
除
に
向
け
た
啓
発
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
は
歩
く
こ

と
で
、
自
由
自
在
に

動
く
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
大
人
の
靴
や
ス
リ
ッ

パ
を
履
い
て
歩
い
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
踏
ん
で
歩
く
の
は
、

歩
く
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で

す
。
安
定
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な

る
と
、物
を
運
び
た
く
な
り
ま
す
。

手
さ
げ
袋
を
用
意
す
る
と
、
物
を

入
れ
て
運
び
ま
す
。
そ
れ
も
「
い

っ
ぱ
い
」
と
か
「
た
く
さ
ん
」
が

好
き
で
す
。
重
た
い
も
の
を
持
ち

運
ぶ
の
も
好
き
で
す
。
ま
た
、
お

も
ち
ゃ
箱
の
お
も
ち
ゃ
を
全
部
出

し
て
、
そ
の
中
に
入
る
の
も
好
き

で
す
。
子
ど
も
の
体
が
入
る
く
ら

い
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
、
布
を
貼

っ
た
も
の
を
与
え
る
と
、
入
っ
た

り
出
た
り
の
遊
び
や
、
押
し
た
り

引
っ
張
っ
た
り
の
遊
び
を
し
て
、

二
足
歩
行
を
よ
り
し
っ
か
り
し
た

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

大
人
に
と
っ
て
面
白
く
な
い
行

為
や
遊
び
で
も
、
そ
の
子
に
と
っ

て
は
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
あ
げ

納
付
書
で
お
支
払
い
た
だ
い
て
い

る
方
へ

保
険
料
を
納
め
忘
れ
等
で
ま
だ

納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
滞
納
を

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
に
は
コ

ツ
が
あ
り
ま
す
！

過
剰
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
と
、
反
対
に
要
介

護
度
が
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
よ
く
相
談
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
症
状
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。と

く
に
、
認
定
を
受
け
て
い
て

も
軽
度
の
人
は
、
要
介
護
度
を
進

行
さ
せ
な
い
た
め
に
、
積
極
的
に

予
防
に
努
め
る
こ
と
も
健
康
で
よ

り
豊
か
な
生
活
を
維
持
す
る
コ
ツ

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
１

6

介
護
保
険
料（
仮
徴
収
）の

お
知
ら
せ

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

宇
多
津
町

「

人
権
教
育
・
啓
発
に

関
す
る
基
本
計
画
」
か
ら

①
同
和
問
題
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て
く
だ
さ
い
。
そ
の
子
な
り
の
や

り
方
で
、
周
り
の
世
界
を
真
剣
に

と
ら
え
込
み
、
成
長
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
二
足
歩
行
は
身
体
的

精
神
的
発
達
を
飛
躍
さ
せ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
49
―
８
０
０
３

宇
多
津
町
で
は
、
幼
稚
園
教
育

の
普
及
充
実
を
図
る
た
め
、
幼
稚

園
に
通
園
さ
せ
て
お
ら
れ
る
保
護

者
の
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
保

育
料
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
次
に

該
当
す
る
保
護
者
の
方
で
、
手
続

き
の
お
済
み
で
な
い
方
は
、
各
幼

稚
園
の
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入
の

上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

幼
稚
園
保
育
料
減
免
申
請

区　　　分�

公立幼稚園�
（1）�

私立幼稚園�
（1）�

①�

②�

③�

補助対象�

減　免　限　度　額�

１人就園の場合及び同一世帯か�
ら２人以上就園している場合の�
最年長者　　　　　（第１子）�

同一世帯から２人以上就園して�
いる場合の次年長者�
　　　　　　　　　（第２子）�

同一世帯から３人以上就園して�
いる場合の左以外の園児�
　　　　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　　　20,000円�

年額�
�
　　　　　　25,000円�

年額�
�
　　　　　　30,000円�

区　　　分�

①�

②�

③�

④�

補　助　限　度　額�

１人就園の場合及び同一世帯か�
ら２人以上就園している場合の�
最年長者　　　　　（第１子）�

同一世帯から２人以上就園して�
いる場合の次年長者�
　　　　　　　　　（第２子）�

同一世帯から３人以上就園して�
いる場合の左以外の園児�
　　　　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　　　51,500円�

年額�
　　　　　　36,300円�

年額�
　　　　　　70,700円�

年額�
　　　　　　90,800円�

年額�
�
　　　　　　74,400円�

年額�
�
　　　　　　93,800円�

区　　　分�

（2）�

①�

②�

③�

減　免　限　度　額�

小学校１年生の兄・姉を有して�
おり、就園している場合の最年�
長者�
　　　　　　　　　（第２子）�

小学校１年生の兄・姉を有して�
おり、同一世帯から２人以上就�
園している場合の次年長者�
　　　　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　　　24,000円�

年額�
�
　　　　　　21,000円�

（2）�

区　　　分�

①�

②�

③�

④�

補　助　限　度　額�

小学校１年生の兄・姉を有して�
おり、就園している場合の最年�
長者�
　　　　　　　　　（第２子）�

小学校１年生の兄・姉を有して�
おり、同一世帯から２人以上就�
園している場合の次年長者�
　　　　　　　（第３子以降）�

年額�
�
　　　　　　67,500円�

年額�
　　　　　　53,700円�

年額�
　　　　　　53,300円�

年額�
�
　　　　　　58,400円�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税が非課
税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割が非課税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割課税が135,000円以下となる世帯�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税が非課
税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割が非課税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割課税が135,000円以下となる世帯�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税が非課
税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割が非課税となる世帯�

生活保護を受けている世帯�
当該年度に納付すべき町民税が非課
税となる世帯�
当該年度に納付すべき町民税の所得
割が非課税となる世帯�



幼稚園は、初めての集団生活の中で、一人ひとりの良さや可能性を伸ばしていくところです。

幼稚園では、遊びを大切にした教育を行っています。

この時期、思いっきり遊ぶことでその後の遊びや創造性が豊かになると言われています。子ども達は、幼稚園

での様々な遊びを通してうまく人とかかわれるようになったり、言葉が豊かになったり、自然のもつ示唆や不思

議に気付いたりすることで小学校以降の学習の基盤をつくっているのです。

幼稚園の最近の活動をご紹介します。

8

町立宇多津幼稚園
－「生きる力」の基礎は豊かな遊びと学びから－

今年、創立百周年
を迎える歴史と伝統
のある幼稚園です。

こいのぼり制作
創立百周年を祝って、年長児がこいのぼり
を制作し園庭に泳がせました。

野菜作り
食卓に出てくる野菜は、こんな風に育てる
んだね!!

がんばろうかい
うんてい、鉄棒、のぼり棒、なわとび、ま
とあて等,目当てを持って取り組みます。

砂あそび
「人生に必要な知恵は全て幼稚園の砂場で学
んだ」学びの場となっています。

れんげ摘み
地域の方のお誘いで散歩に出かけました。
自然を満喫してきました。

幼小連携
宇小の5年生と連携しています。本の読み
聞かせに来てくれます。

あいさつ運動
元気な朝の挨拶は、一日のスタート。誰に
でもできるといいね!!

えほんママの読み聞かせ
えほんママのお母さんが、毎週金曜日に絵
本を読んでくれます。

うさぎの世話
年長児が当番活動でうさぎの世話をします。
赤ちゃんも生まれます。

今月号から町内の公立幼稚園・
小・中学校の教育活動の内容に
ついて紹介します。
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各
界
に
尽
く
し
た
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
、春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
、

四
月
二
十
九
日
付
で
政
府
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
次

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

現
　
香
川
県
社
交
飲
食
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
副
理
事
長

功
　
績
／
生
活
衛
生
功
労

現
住
所
／
宇
多
津
町

今
回
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
平
山
保
育
所
保

護
者
会
並
び
に
、
み
ら
い
っ
こ
ク

ラ
ブ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
会
長
は
じ
め
新
役
員
か
ら

「
今
年
も
昨
年
同
様
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
手
を
た
ず
さ
え
て

仲
良
く
楽
し
く
活
動
を
し
ま
し
ょ

う
」と
挨
拶
と
自
己
紹
介
が
あ
り
、

大
変
心
強
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
こ
じ
か
ク
ラ
ブ

結
成
式
で
は
、
空
の
子
組
さ
ん
が

交
通
安
全
の
四
つ
の
約
束
や
三
本

指
の
約
束
、
信
号
の
う
た
や
信
号

赤
な
ら
の
踊
り
な
ど
を
披
露
し

『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
』
安

全
へ
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
春
の
親
子
遠
足
も
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
十
八
年
度
平
山
保
育
所
初

め
て
の
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
、
保
護

者
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
豊
か

な
感
性
、
た
く
ま
し
い
心
と
か
ら

だ
、
感
謝
と
や
さ
し
さ
の
心
を
育

み
、
の
び
の
び
と
し
た
宇
多
津
っ

子
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
皆
様

か
ら
桜
の
木
を
頂
き
ま
し
た
。
町

内
の
公
園
に
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

各
分
野
で
功
績
を
残
し
た
功
労

者
に
贈
ら
れ
る
、
憲
法
記
念
日
の

知
事
表
彰
の
受
賞
者
が
、
五
月
一

日
付
で
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
か
ら
は
次
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

児
童
福
祉
功
労

現
　
わ
か
く
さ
保
育
園
園
長

功
　
績
／
児
童
福
祉
功
労

現
住
所
／
宇
多
津
町

今
回
の
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年

春
の
叙
勲
受
章

憲
法
記
念
日
知
事
表
彰
受
賞

善
意
の
寄
付

5/1

平
山
保
育
所

総
会
開
催

4/26

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

新
着
図
書
案
内

最後の恋
阿川佐和子

かもめ食堂
群ようこ

「塩上手」は料理上手
フルタニマサエ

きょうから体育が好
きになる!
下山真二

くちばし
薮内正幸

10ぴきのかえるの
ピクニック
仲川道子

著

著

◎
児
童
書

◎
一
般
書

著著著

著

岡� 敏一氏

山地　由美子氏
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青
山
幼
稚
園
の
横
に
あ
お
や
ま

保
育
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
広
い

園
庭
と
自
然
に
恵
ま
れ
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
保
育
園
で
す
。

四
月
三
日
に
か
わ
い
い
子
ど
も

達
を
迎
え
入
れ
、
今
で
は
緊
張
も

不
安
も
な
く
な
り
、
笑
顔
、
泣
き

顔
、
怒
り
顔
、
甘
え
顔
な
ど
い
ろ

ん
な
顔
を
ど
ん
ど
ん
見
せ
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
日
の
つ
ど
い
で
は
、

色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
や
か

ぶ
と
を
作
り
ま
し
た
。
こ
い
の
ぼ

り
を
持
っ
て
元
気
よ
く
走
り
ま
わ

る
子
ど
も
達
の
姿
は
ま
る
で
大
空

わ
か
く
さ
北
保
育
園
で
は
、
０

歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
ク
ラ
ス
毎
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作
り
の
こ
い

の
ぼ
り
で
、
恒
例
の
こ
い
の
ぼ
り

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

年
長
児
ぞ
う
ぐ
み
は
、
絞
り
染

め
に
初
挑
戦
。
染
め
あ
が
っ
た
色

と
り
ど
り
の
染
め
布
に
自
分
の
似

顔
絵
を
描
い
て
こ
い
の
ぼ
り
に
仕

立
て
ま
し
た
。

他
の
ク
ラ
ス
も
に
じ
み
絵
や
ス

タ
ン
ピ
ン
グ
、
似
顔
絵
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
こ
い
の
ぼ
り
ぞ
ろ
い
！

あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
室
内

で
の
こ
い
の
ぼ
り
大
会
に
な
り
ま

し
た
が
、
小
さ
な
子
た
ち
も
自
分

の
作
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
見
つ
け

る
と
歓
声
を
あ
げ
て
大
喜
び
し
て

い
ま
し
た
。
新
聞
紙
で
作
っ
た
か

ぶ
と
も
か
わ
い
い
、
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

宇
多
津
小

学
校
の
体
育

館
で
、
入
学

し
た
ば
か
り

の
一
年
生
の

発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
全

校
生
で
、
体

育
館
中
に
響

き
渡
る
よ
う
な
す
て
き
な
ハ
ー
モ

ー
ニ
ー
で「
お
お
牧
場
は
み
ど
り
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

次
は
、
い
よ
い
よ
一
年
生
の
出

番
。「

わ
た
し
の
名
前
は
○
○
で
す
」

「
好
き
な
も
の
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
で
す
」

ど
の
子
も
自
分
の
名
前
を
は
き

は
き
と
大
き
な
声
で
言
っ
た
後
、

昆
虫
・
花
・
桜
な
ど
一
人
ひ
と
り

好
き
な
も
の
を
絵
と
言
葉
で
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
一
年
生
は
、七
十
六
名
。

宇
小
は
全
校
生
四
百
四
十
名
と
な

り
ま
し
た
。
朝
は
班
ご
と
に
上
級

生
に
手
を
引
か
れ
、
仲
良
く
登
校

し
て
い
ま
す
。
昼
は
、
運
動
場
で

友
達
と
仲
良
く
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
子
も
新
し
い
環
境
に
早

く
と
け
込
も
う
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。

家
庭
・
地
域
の
み
な
さ
ま
、
ど

う
ぞ
温
か
い
目
で
宇
小
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
励
ま
し
の
言
葉

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

を
お
よ
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
で

し
た
。
は
じ
め
て
の
交
流
で
緊
張

気
味
で
恥
ず
か
し
そ
う
に
先
生
の

周
り
で
い
た
子
に
「
い
っ
し
ょ
に

行
こ
う
」「
あ
そ
ぼ
う
」
と
や
さ

し
く
声
を
か
け
る
微
笑
ま
し
い
光

景
。ま

る
で
魔
法
の
よ
う
に
子
ど
も

達
の
心
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
仲
よ
し

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
相
互
親
睦
を
深
め

ひ
と
り
ひ
と
り
の
成
長
を
願
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
日
の
つ
ど
い

青
山
幼
稚
園

あ
お
や
ま
保
育
園

5/2

み
て
！
み
て
！

み
ん
な
の
こ
い
の
ぼ
り

わ
か
く
さ
北
保
育
園

5/2

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

5/8
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町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
多
津

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
立
発
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
町
で
は
平
成
十
五
年
度

を
�
ま
ち
づ
く
り
元
年
�
と
位
置

付
け
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
既

成
市
街
地
整
備
懇
談
会
や
既
成
市

街
地
等
整
備
検
討
委
員
会
や
宇
多

津
「
み
ち
」
づ
く
り
委
員
会
を
設

立
し
、協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
国
土
交
通

省
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

認
可
を
受
け
て
、
道
の
整
備
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
の
、「
宇
多
津
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
は
委
員
三
十
六
名

で
構
成
さ
れ
、
み
ち
の
整
備
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
委
員

か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
テ
ー

マ
ご
と
に
分
科
会
を
設
置
し
て
協

議
し
、
年
度
末
に，

住
民
の
意
見

を
と
り
ま
と
め
た
提
言
書
を
提
出

す
る
予
定
で
す

坂
出
市
民
武
道
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
少
年
団
体
の
部
優
勝

宇
多
津
体
育
協
会
柔
道
部

○
一
般
・
高
校
団
体
の
部
優
勝

宇
多
津
体
育
協
会
柔
道
部

高
松
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
幼
児
の
部
優
勝

出
水
　
咲
弥

○
三
年
の
部
優
勝

谷
村
　
駿
太

○
五
年
の
部
三
位

出
水
　
友
哉

○
六
年
の
部
三
位

春
田
　
　
燕

（
い
ず
れ
も
、
宇
多
津
体
育
協
会

柔
道
部
所
属
）

加
茂
文
庫
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う

た
づ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文

庫
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教

授
加
茂
　
詮
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

近
・
現
代
日
本
塩
業
に
関
す
る
全

国
的
に
見
て
も
貴
重
な
書
籍
で
、

塩
業
に
つ
い
て
興
味
あ
る
方
々
に

と
っ
て
は
大
変
参
考
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
は
、

加
茂
先
生
が
五
十
年
に
わ
た
っ
て

塩
業
史
の
研
究
の
た
め
収
集
さ
れ

た
資
料
七
千
二
百
三
十
一
点
で
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
そ
の
内
の

四
百
十
三
点
を
開
架
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宇
多
津
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
が
発
会
し
ま

し
た

5/10

加
茂
文
庫
の
開
架
に

つ
い
て

5/12

坂
出
ロ
ー
タ
リ
ー

柔
道
大
会

4/23 優
勝
お
め
で
と
う

Ｏ
Ｈ
Ｋ
杯
県
柔
道

5/7
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四
月
十
六
日
、
平
成
十
八
年
度

宇
多
津
町
婦
人
会
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候
で
し
た

が
、
当
日
は
す
っ
か
り
雨
も
あ
が

り
、
予
定
通
り
中
央
公
園
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
長
は
じ
め
町
会
議
員
の
方
々
、

ま
た
教
育
長
を
来
賓
に
迎
え
、
九

時
よ
り
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

約
百
五
十
名
の
会
員
の
参
加
が
あ

り
、
無
事
議
事
を
終
え
恒
例
の
運

動
会
に
移
り
ま
し
た
。
七
種
類
の

種
目
で
、多
く
の
会
員
の
方
々
が
、

二
〜
三
回
は
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
皆
様
楽
し
い
汗
を
流
し
て
頂
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ケ
ガ
も
な

く
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
か
ら
先
生

が
や
っ
て
来
て
、
紙
や
色
々
な
材

料
で
切
っ
た
り
、
は
っ
た
り
し
て

本
物
ら
し
い
「
お
弁
当
づ
く
り
」

を
教
え
て
く
れ
る
よ
。

▼
と
き

六
月
十
八
日
�

午
前
十
時
三
十
分
〜

▼
と
こ
ろ

遊
戯
室

▼
対
象

四
才
〜
小
学
生
ま
で
先

着
三
十
名
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

▼
指
導

「
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
」

ス
タ
ッ
フ

▼
持
っ
て
く
る
物

ハ
サ
ミ

プ
ラ
板
を
使
っ
て
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

七
月
二
日
�

午
前
十
時
〜

▼
と
こ
ろ

遊
戯
室

▼
対
象

四
才
〜
小
学
生
ま
で
先

着
三
十
名
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

▼
指
導

丹
下
　
善
弘
先
生

（
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
も
っ
て
く
る
物

ハ
サ
ミ

▼
各
申
込
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
４
０
０
５

山
彦
の
山
つ
た
ひ
き
て
緑
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

山
彦
は
昔
か
ら
山
神
の
声
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
山
合
い
や
山
の
ぼ
り

の
時
遠
く
か
ら
声
や
音
が
谺
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
谷
か
ら
谿
へ
屈
折

し
な
が
ら
の
山
彦
は
神
秘
的
な
音
に
思
へ
る
。
若
緑
は
夏
近
し
の
季
節
感

が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。

鑑
賞
　
山
崎
　
青
穂

庭
履
ふ
草
の
芽
小
雨
に
色
濃
く
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

ふ
る
里
の
峠
越
え
れ
ば
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

八
車
草
聞
き
わ
け
て
い
る
風
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

潮
の
香
を
ま
と
ひ
て
上
が
る
初
鰹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

少
年
の
わ
れ
に
ま
つ
す
ぐ
夏
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

噴
水
の
水
輪
の
裾
を
亀
頭
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

花
　
蒲
重
さ
ほ
つ
れ
る
水
滴
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

雷
鳴
の
遠
く
近
く
に
猫
隠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

重
な
り
て
山
の
樹
木
の
夏
め
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

少
女
等
の
声
の
な
び
き
て
桐
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

蓋
と
れ
ば
井
戸
に
五
月
の
音
は
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

ふ
つ
く
ら
と
少
し
お
ど
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

桐
の
花
精
進
料
理
出
さ
れ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

救
急
音
波
う
つ
ご
と
く
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

故
郷
の
道
を
想
い
て
花
い
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

完
成
の
薬
玉
つ
る
す
若
葉
窓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

細
き
雨
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
や
夏
柳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

松
落
葉
ふ
み
つ
つ
も
ど
る
青
年
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
あ
き
ら

訪
い
た
れ
ば
裸
子
二
人
飛
ん
で
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

紫
を
消
す
白
藤
の
夕
あ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
青
穂

元
気
い
っ
ぱ
い
　
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
！

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

移
動
児
童
館
の
造
形
あ
そ
び

紙
の
「
お
弁
当
を
作
ろ
う
」

丹
下
先
生
の

サ
イ
エ
ン
ス
教
室

プ
ラ
板
工
作



▼
開
催
日
時

六
月
八
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
開
催
場
所

町
役
場
四
階

町
議
会
本
会
議
場

◇
一
般
質
問
◇

〜
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た
日
曜
議
会
〜

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

や
「
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
の

拡
大
」
な
ど
が
論
議
さ
れ
る
中
、

大
勢
の
方
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
日
曜
日
に
一
般
質
問
を

開
会
し
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
一
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
役
場
四
階

町
議
会
本
会
議
場

最
近
、
登
下
校
時
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
事
件
・
事
故
が
発
生

す
る
な
ど
安
全
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
校
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
保
護
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
に
よ
っ
て
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
通
学
で
き
る
た
め
に
は
地
域

の
方
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
地
域
の
方
に
下
校
時
間

（
午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
午
後
五
時

頃
）
に
あ
わ
せ
て
、
犬
の
散
歩
、

庭
の
掃
除
、
買
い
物
に
行
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
で
は
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

方
に
は
、
希
望
に
よ
り
、
腕
章
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

町
で
は
、
町
道
と
公
園
の
樹
木

の
害
虫
駆
除
の
た
め
、
薬
剤
散
布

を
六
月
初
旬
か
ら
中
旬
の
内
、
散

布
に
適
し
た
日
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
使
用
す
る
薬
剤
に
つ
い

て
は
農
薬
で
は
な
く
、
食
品
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
原

材
料
と
し
た
薬
剤
を
使
用
し
ま

す
。
無
色
透
明
、
無
臭
で
人
体
に

は
全
く
の
無
害
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

�
49
―
８
０
１
２

香
川
県
で
は
年
間
運
動
と
し
て

「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
　
み
ん
な
で

す
す
め
よ
う
　
か
が
わ
の
交
通
安

全
運
動
」
を
実
施
中
で
す
。

坂
出
警
察
署
管
内
で
は
、
今
年

に
入
っ
て
二
件
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
平
成
十

八
年
五
月
二
十
日
現
在
）
今
後
、

梅
雨
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
重
大
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
年
、
香
川
県
警
察
で
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
真
に
事

故
抑
止
効
果
の
高
い
「
高
齢
者
対

策
」、「
交
差
点
対
策
」、「
夜
間
対

策
」
を
柱
と
し
た
各
種
対
策
の
ほ

か
、
頭
文
字
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
�
Ｓ
�で
は
じ
ま
る
抑
止
効
果
の

高
い
五
つ
の
対
策
「
交
通
事
故
防

止
�
５
Ｓ
�運
動
」
を
昨
年
と
同
様

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
ス
ピ
ー
ド
（
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
）
の

抑
制

②
飲
酒
（
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
）
運
転
の
追

放
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
（
Ｓ
ｅ
ａ
ｔ
ｂ

ｅ
ｌ
ｔ
）
着
用
の
徹
底

④
夕
暮
れ
時
（
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｔ
）

・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

▼
受
付

午
前
九
時
か
ら
役
場
一
階
で
受

付
簿
に
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

▼
備
考

傍
聴
者
が
多
数
の
場
合
は
役
場

四
階
で
傍
聴
（
音
声
の
み
）
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

�
49
―
８
０
１
４

七
月
・
八
月
の
二
カ
月
間
は
、

生
ご
み
の
腐
敗
防
止
等
の
た
め
、

午
前
中
に
収
集
が
終
わ
る
よ
う
、

ご
み
・
し
尿
の
収
集
時
間
を
次
の

と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
収
集
時
間

午
前
七
時
か
ら

※
午
前
七
時
ま
で
に
ゴ
ミ
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
資
源
ゴ
ミ
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。
九
月
か
ら

は
平
常
の
時
間
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

平
成
十
八
年

第
二
回
定
例
会

夏
期
の
ご
み
収
集
・
し
尿

汲
取
時
間
の
変
更

登
下
校
時
の
安
全
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

町
道
と
公
園
の
樹
木
の

薬
剤
散
布
に
つ
い
て

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

�
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
６
／
14
�
・
28
�
　
�
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
６
／
12
�
・
26
�
　
�
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
６
／
13
�
・
27
�

�
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
６
／
９
�
・
23
�
　
�
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。
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坂
出
警
察
署
か
ら
の
お
願
い



⑤
高
齢
者
（
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
）
の

交
通
事
故
防
止

の
五
点
で
す
。

特
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

○
安
全
速
度
で
交
通
規
制
を
守

り
、
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
や
横
断
歩
道
手
前
で

は
、
前
後
、
左
右
の
安
全
を
十

分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
右
左
折
時
に
は
、
早
め
に
ウ
イ

ン
カ
ー
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
前
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
・
歩
行
者
は

○
自
転
車
は
、
車
で
す
。
道
路
交

通
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
確
実

な
左
右
の
安
全
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

○
夜
間
外
出
の
際
は
、
反
射
材
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う

の
遵
守
が
大
切
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

交
通
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
！

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
�
０
５
７
０
―

０
７
０
―
８
１
０
　
高
松
法
務
局

人
権
擁
護
部
）
ま
で
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
一
日

は
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
」
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、
正
し

く
理
解
し
、
患
者
・
元
患
者
の
み

な
さ
ん
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

高
松
法
務
局
及
び
香
川
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
ハ
ン

セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
週

間
」
期
間
中
に
次
の
と
お
り
啓
発

行
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
八
重
樫
信
之
写
真
展

「
絆
　
き
ず
な
―
日
本
・
韓

国
・
台
湾
の
ハ
ン
セ
ン
病
―
」

開
催

○
ビ
デ
オ
「
未
来
へ
の
道
標
〜
ハ

ン
セ
ン
病
と
は
〜
」
随
時
上
映

▼
日
時

・
六
月
二
十
六
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

・
六
月
二
十
七
日
�
〜

二
十
九
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

・
六
月
二
十
八
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

東
か
が
わ
市
本
庁
一
階
ロ
ビ
ー

▼
主
催

高
松
法
務
局

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
共
催

東
か
が
わ
市
、
国
立
療
養
所
大

島
青
松
園
、
国
立
療
養
所
大
島

青
松
園
協
和
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部

�
０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
９
１

（
内
線
２
４
６
５
）

弁
護
士
会
で
は
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

セ
ク
ハ
ラ
）
を
中
心
と
す
る
女
性

の
権
利
に
関
す
る
法
律
相
談
を
次

の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す
。

▼
名
称

女
性
の
権
利
１
１
０
番

▼
日
時

六
月
二
十
四
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

▼
相
談
電
話
番
号

０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

面
接
相
談
も
実
施（
予
約
不
要
）

▼
費
用

無
料

▼
主
催

県
弁
護
士
会

日
本
弁
護
士
連
合
会

六
月
一
日
は
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
六
月
一
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
、

香
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と

高
松
法
務
局
で
も
、
こ
の
日
を
中

心
に
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周

知
及
び
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
差
別
問
題
、

家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
、
親
子
、

結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
）、

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
外
国
人

差
別
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
人
権
相
談
所
あ
る
い
は
地
元

の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待

な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
・
情

報
は
、
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
�
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）ま
で
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

15

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」

聖マルチン病院�
（谷　町）�
146－5195

坂出市立病院�
（文京町）�
146－5131

回生病院�
（室　町）�
146－1011

4�
��

11�
��

18�
��

25�
��

内科及び小児科� 外　　科�

うちだ小児科医院�
（駒止町）�
146－2622

宇多津浜クリニック�
（宇多津町）�
156－7007

たかはし整形外科医院�
（笠指町）�
145－6121

6月の�
休日当番�

医院�

※変更することが�
　ありますので、�
　新聞等で確認し�
　てください。�



〜
県
管
理
港
湾
で

新
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
〜

（
宇
多
津
港
）

県
管
理
港
湾
で
、
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
適
正
保
管
、
公
共
水
域

の
適
切
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
定
め

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
ル
ー
ル

●
「
放
置
等
禁
止
区
域
」
の
指
定

港
湾
法
に
基
づ
き
、
港
湾
内
に

船
舶
の
放
置
を
禁
止
す
る
区
域

を
指
定
し
ま
す
。
放
置
し
た
と

き
は
、
船
舶
を
撤
去
し
た
り
、

罰
則
を
適
用
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
「
小
型
船
舶
用
泊
地
」
の
指
定

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
小
型

船
舶
の
保
管
の
た
め
に
、
港
湾

内
で
管
理
上
支
障
の
な
い
区
域

を
「
小
型
船
舶
用
泊
地
」
に
指

定
し
ま
す
。
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
は
放
置
せ
ず
に
、
こ
の
泊
地

内
に
泊
め
て
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
「
小
型
船
舶
用
泊
地
使
用
料
」

の
設
定

小
型
船
舶
用
泊
地
で
の
保
管
に

16

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
適

正
な
保
管
に
向
け
て

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室

広告�

浜三番丁25-7（四国健康村前）�
営業時間／17:00～25:00・年中無休　�49-5339

と�

と�

の�

お店です!!!

広告�伝統を受け継ぎながら、総合医療専門学校へ。�

新生「四国医療専門学校」�
の誕生です。�

「四国医療専門学校」と「四国リハビリテーション学院」が統合し、�
総合医療専門学校として新たな第一歩を踏み出しました。�

学校法人  大麻学園�

四国医療専門学校�
宇多津町浜五番丁62-1�
TEL 41-2323　http://www.459.ac.jp/

�
０
８
７
―
８
２
１

は

や

い

―
２
１
０
３

ふ
ど
う
さ
ん

▼
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

検　診　名�

基 本 健 康 診 査 �

肝　炎　検　査�

前立腺がん検診�

子宮がん施設検診�

歯周病予防検診�

実施場所� 対　象　者� 内　　　容�

町内の医療機関�

及び坂出市内の�

医療機関�

坂出市立病院、�

回生病院、鎌田�

産婦人科クリニ�

ック�

町内歯科医院�

�

�

�

�

�

�

�

●節目検診�

（今年度40、45、50、55、60、65、70歳）�

●節目外検診�

①肝臓病にかかったことや肝臓が悪いと言われたこ

とがある方�

②過去に大きな外科的処置（手術）を受けたことが

ある方�

③妊娠・分娩時に多量に出血があった方�

�

�

�

�

�

検診日に満50歳～満69歳までの男性�

�

�

今年度30、35、40、45、50、55、60、65歳

の婦人（申込者には個人通知）�

�

�

今年度40、45、50、55、60、65、70歳（申込

者には個人通知）�

〈全員実施〉�

・診察、血圧測定、尿検査、血液検査（循環器、

肝機能、腎機能、貧血、血糖）、心電図検査�

〈医師が必要と認めた方実施〉�

・ヘモグロビンA1c検査（糖尿病検査）�

・眼底検査（動脈硬化、高血圧、糖尿病の検査）�

�

基本健康診査と同時に血液検査を実施�

�

�

※Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎のため現在医療機関に通

院中若しくは、経過観察中の方は対象となり

ません。�

※平成14・15・16・17年度に肝炎ウィルス

検査を受けた方は、対象となりません。�

�

�

�

�

�

基本健康診査と同時に血液検査を実施�

�

�

子宮頸部がん（細胞診検査）（全員実施）�

子宮体部がん（医師が必要と認めた方に実施）�

�

�

問診、歯及び歯周組識検査�

費　　用�

1,260円�

600円�

節目検診及び節目外検診�

①～③に該当する方�

1,260円�

（満70歳以上530円）�

節目外検診④に該当する方�

1,790円�

（満70歳以上600円）�

頸部がんのみ�

2,100円�

頸部体部がん両方�

3,050円�

1,580円�

（満70歳以上530円）�

※生活保護世帯の方、町民税非課税世帯に属する方は証明があれば、自己負担金が無料になります。証明希望の方は、保健センターへおいでください。�
※5月に実施しました「大腸がん検診」について、まだお済でない方や申し込みがまだの方は、早めに連絡下さい。9月に補充日を設ける予定です。�

④基本健診の結果、GPT値により、要指導と言われ

た方�

昭和41年4月1日以前に生まれた方（申込者には個

人通知）40歳以上の方�

※今年度に限り、65歳以上の方には、申込の有無に

関わらず個人通知します。但し、2月の希望調査で「希

望しない」とされた方は除きます。�

※受診の際には必ず通知書を持参ください。※申し込みをまだしていない方で、受診希望者はお申し込みください。
�実施期間 6月1日�～7月31日�（休診日を除く） �申込先・問い合わせ先 町保健センター　�49―8008（直通）



は
県
港
湾
管
理
条
例
で
定
め
る
使

用
許
可
と
使
用
料
が
必
要
で
す
。

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
十
八
年
度
か
ら
新
ル
ー
ル

を
順
次
実
施
し
、
平
成
二
十
年

四
月
に
は
県
管
理
港
湾
全
体
で

新
ル
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

※
各
港
湾
ご
と
の
実
施
時
期
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
港
湾
課

総
務
・
管
理
グ
ル
ー
プ

〒
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

�
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
４
９

�
０
８
７
―
８
３
１
―
２
２
２
５

高
齢
者
の
方
が
ご
自
分
の
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
に
は
、
家
族
に
限
ら
ず
人
の

優
し
い
目
や
手
が
必
要
で
す
。
こ

の
よ
う
な
「
人
間
杖
」
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

次
の
三
役
を
兼
務
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
県
内
で
平
成
二
十
年
度

末
ま
で
に
一
万
人
養
成
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

①
町
が
実
施
す
る
介
護
予
防
事
業

の
補
助
や
介
護
予
防
の
知
識
の

普
及
に
協
力

②
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か

け
や
見
守
り

③
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
や
家

族
へ
の
声
か
け

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ま
ず
、
介
護
予
防
の
意
義
や
認
知

症
、
健
康
体
操
、
栄
養
等
に
つ
い

て
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
７
４
０

▼
期
間

前
期
／

七
月
一
日
�
〜
三
十
一
日
�

後
期
／

八
月
一
日
�
〜
三
十
一
日
�

▼
勤
務
時
間

①
午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
六
時

②
正
午
〜
午
後
八
時
三
十
分

※
①
・
②
の
日
替
わ
り
勤
務

▼
対
象

十
八
歳
以
上
の
男
・
女

▼
募
集
人
員

前
期
・
後
期
と
も
各
三
名

▼
日
給

六
、
一
〇
〇
円

▼
申
込
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
坂
出

�
46
―
５
５
４
５

（
六
月
一
日
�
か
ら
申
込
受
付
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

�
49
―
４
７
７
０

▼
募
集
人
員

二
名

▼
職
務
内
容

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク

▼
雇
用
期
間

採
用
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月

末
ま
で
（
更
新
の
可
能
性
有
）

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

▼
賃
金

日
給
八
、
八
〇
〇
円
〜

九
、
六
〇
〇
円

▼
申
込
期
限

六
月
十
五
日
�

▼
応
募
方
法

履
歴
書
を
町
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
面
接
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
　
中
村
・
本
田

�
49
―
８
０
１
３

17

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の

募
集

��広告� 規定制服販売店�

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店�

�４９-０１０３�
●長袖シャツ●半袖シャツ�
●ブルマー●ハーフパンツ�
●ホッピングパンツ�
●エプロンセットには�

宇多津町伊勢町�
ネーム入れは�
無料です!

広告�

（マミーの横）�

自然素材クリーニング（ECO洗い）を�
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く）�

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様�
限り�

臨
時
介
護
支
援
専
門
員
募
集

※泊地Ａ～Ｃは各泊地の条件により�
　区分されます。�
※係船環（県設置）、はしご（同）、�
　浮桟橋を使用する場合は別途加算�
　します。�

区　分�

泊地Ａ�

泊地Ｂ�

泊地Ｃ�

使用料（円／ｍ／月）�

５００�

４００�

３２０�



み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん

か
。
歌
う
と
心
が
さ
わ
や
か
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
年
齢

小
学
生
〜
中
学
生

▼
活
動
日
時

・
七
月
一
日
�
（
開
講
式
）

・
月
二
回
土
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
参
加
費

月
額
／
一
、
０
０
０
円

▼
指
導
者

塩
入
　
真
貴
、
福
本
　
佳
奈

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
４
４
２
８
（
福
本
）

※
な
お
開
講
日
に
直
接
来
ら
れ
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時

①
七
月
五
日
�

午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分

②
七
月
七
日
�

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

▼
場
所

①
宇
多
津
中
学
校
体
育
館

②
町
民
体
育
館

▼
参
加
資
格

十
八
歳
以
上
の
町
住
民

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

六
月
二
十
八
日
�
ま
で
に

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

生
花
に
は
な
い
色
�
ラ
イ
ト
ブ

ル
ー
�
の
ロ
ー
ズ
は
見
た
目
に
と

っ
て
も
涼
し
げ
で
す
！

▼
講
師

山
野
　
恵
子
先
生
（
日
本
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
　
一
級

講
師
）

▼
日
時

六
月
三
十
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
　
第
一

研
修
室

▼
定
員

十
五
名

▼
参
加
料

材
料
費
／
二
、
〇
〇
〇
円

受
講
料
／
五
〇
〇
円

▼
持
参
物

ハ
サ
ミ
、
持
ち
帰
り
用
袋
（
レ

ジ
袋
中
く
ら
い
の
大
き
さ
）

▼
申
込
み
締
切

六
月
七
日
�

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ
モ
コ

�
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

（
受
付
時
間
／
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
　
土
・
日
不
可
）

▼
託
児

有
（
申
込
み
時
に
電
話
で
受
付

け
ま
す
）

当
剣
道
会
は
、
現
在
約
三
十
名

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
立
し
て
五
年
の
契
機
を
迎

え
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す
。

初
心
者
は
、
大
歓
迎
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ご
家
族
で
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
人
で
指
導
く
だ
さ
る

経
験
者
も
募
集
中
で
す
。

▼
稽
古
場
所

町
立
デ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
二
階

▼
稽
古
日

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
０
０
６
９
　
福
原

18

広告�

介護付有料老人ホーム�

入居者�
募集中�

★保証金無料　★個室でプライバシー保護　★要介護1～5の方�

担当／氏家（うじけ）・内木場（うちこば）��49-9221

広告�

制服他…取り扱い店�
■山田衣料店（山下）�49-0980　■渡辺衣料店（栄町）�49-0816�
■長尾衣料店（栄町）�49-0155　■吉田衣料店（栄町）�49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校�

宇多津中学校�

「
宇
多
津
少
年
少
女
合
唱
団
」

団
員
募
集

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
て
「
涼
を
呼
ぶ
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
作
り

ま
し
ょ
う
！

宇
多
津
体
協
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部

初
心
者
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

鵜
多
津
剣
道
会
会
員
募
集
！



ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
を
と
り
入

れ
て
普
段
使
っ
て
な
い
筋
肉
を
意

識
し
た
り
、
ほ
ぐ
し
た
り
し
ま
せ

ん
か
！

▼
講
師

横
井
　
久
子
先
生
（
香
川
短
期

大
学
幼
児
教
育
学
科
第
三
部
学

科
長
）

▼
日
時

六
月
二
十
三
日
�

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

▼
服
装

運
動
し
や
す
い
服
装

▼
定
員

二
十
名

▼
参
加
料

二
〇
〇
円

▼
申
込
み
締
切

六
月
九
日
�

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ
モ
コ

�
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

（
受
付
時
間
／
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
　
土
・
日
不
可
）

▼
託
児

有
（
申
込
み
時
に
電
話
で
受
付

け
ま
す
）

▼
受
付
期
間

六
月
二
十
六
日
�
か
ら

（
先
着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
丸
亀
競
技
場

�
21
―
５
８
０
０

小
学
生
陸
上
教
室
Ⅰ

▼
実
施
日

七
月
二
十
日
か
ら
月
・
木
曜
日

（
七
回
）

七
月
二
十
日
、
三
十
一
日
、
八

月
七
日
、
十
日
、
二
十
四
日
、

二
十
八
日
、
三
十
一
日

▼
実
施
時
間

午
後
五
時
三
十
分
〜
七
時
三
十
分

▼
場
所

県
立
丸
亀
競
技
場

▼
対
象

小
学
四
〜
六
年
生

▼
定
員

五
十
人

▼
参
加
料

二
、
一
〇
〇
円

（
申
込
み
受
付
後
の
参
加
料
の

返
却
は
、
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
受
付
期
間

六
月
二
十
二
日
�
か
ら

（
先
着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
丸
亀
競
技
場

�
21
―
５
８
０
０

「
災
害
時
に
役
立
つ
携
帯
電
話

の
使
い
方
」「
メ
ー
ル
の
送
り
方
」

を
み
ん
な
で
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
使
い
方
で
お

困
り
の
こ
と
…
お
教
え
し
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
四
日
�

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

▼
対
象

初
心
者
向
け

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

二
十
名
（
先
着
順
）

▼
持
参
物

携
帯
電
話
（
機
種
、
携
帯
電
話

会
社
は
問
わ
ず
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
貸
出
し
ま
す
）

▼
申
込
方
法

氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
電
話

で
申
込
み
。
受
講
の
可
否
に
つ

い
て
は
、
当
方
よ
り
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。
六
月
十
二
日
�
必

着
。

▼
申
込
先

〒
七
六
〇
―
〇
〇
二
〇
　
高
松

市
錦
町
二
丁
目
四
番
八
号
　
ド

コ
モ
サ
ー
ビ
ス
四
国
㈱
　
ケ
ー

タ
イ
サ
ー
ク
ル
担
当

�
０
１
２
０
―
３
９
６
―
４
５
９

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
等
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

▼
募
集
期
間

六
月
十
五
日
�
〜

八
月
十
五
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
８
７
―
８
３
７
―
９
８
７
７

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

▼
実
施
日

七
月
二
十
五
日
か
ら
火
・
金
曜

日
（
七
回
）

七
月
二
十
五
日
、
二
十
八
日
、

八
月
一
日
、
八
日
、
十
一
日
、

二
十
五
日
、
二
十
九
日

▼
実
施
時
間

午
後
三
時
〜
五
時

▼
場
所

県
立
丸
亀
競
技
場

▼
対
象

小
学
四
〜
六
年
生

▼
定
員

五
十
人

▼
参
加
料

二
、
一
〇
〇
円

（
申
込
み
受
付
後
の
参
加
料
の

返
却
は
、
で
き
ま
せ
ん
。）
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広告�

家族葬会館�

うたづ葬祭�

○140名収容可　○24時間受付�

（有）うたづ葬祭�

�49-2028

まごころ会員募集中�
会員の方は葬儀・法要�
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告�

�0877－41－1099�
OPEN　6:00pm―3:00am�
宇多津町浜五番丁51番地4

放
送
大
学
学
生
募
集

（
第
二
学
期
　
十
月
入
学
）

携
帯
電
話
教
室

ケ
ー
タ
イ
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

丸
亀
競
技
場
ス
ポ
ー
ツ
教
室



いきいきセンター�

う
た
づ
苺
一
絵
恒
例
の
「
第
六

回
ひ
と
花
咲
か
そ
う
展
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程

六
月
二
十
日
�
〜
三
十
日
�

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

▼
主
催

う
た
づ
苺
一
絵

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
４
６
４
７
（
宮
下
）

身
近
な
花
や
野
菜
、
果
物
な
ど

を
心
い
っ
ぱ
い
上
手
に
下
手
に
描

い
て
、
心
に
響
く
言
葉
が
そ
え
て

毎
年
恒
例
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。今
年
も
大
き
な
声
で
歌
い
、

笑
い
、
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

六
月
二
十
日
�

受
付
／
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
時

正
午
終
了

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階
会
議
室

▼
内
容

・
有
志
に
よ
る
唄
、
踊
り
等
の
披

露
・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
有
志
に
よ
る
音

楽
交
流

・
手
作
り
料
理
（
お
菓
子
）
を
囲

み
な
が
ら
座
談
会

▼
対
象

七
十
五
歳
以
上
の
希
望
者

▼
参
加
費

二
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
期
間

六
月
十
三
日
�
ま
で

※
参
加
希
望
者
の
う
ち
、
出
し
物

を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

「
六
月
四
日
」
は
、
虫
歯
予
防

デ
ー
で
す
。
８
０
２
０
運
動
…
八

十
歳
で
自
分
の
歯
を
二
十
本
残
し

ま
し
ょ
う
。
歯
は
一
生
の
と
も
だ

ち
…
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
歯
の

衛
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時

六
月
四
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三

十
分

▼
場
所

綾
川
町
国
保
総
合
保
健
施
設
綾

上
（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

・
歯
の
健
診

・
歯
の
衛
生
指
導
、
歯
み
が
き
指

導
・
フ
ッ
素
塗
布

す
べ
て
無
料
で
す
。
参
加
者
に

は
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

希
望
者
み
な
さ
ん

馬
場
の
ぼ
る
氏
原
作
の
「
十
一

匹
の
ね
こ
」
の
ア
ニ
メ
映
画
上
映

と
着
ぐ
る
み
と
の
撮
影
会
。
他
に

も
絵
本
や
紙
芝
居
・
折
り
紙
な
ど

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
チ
ラ

シ
の
裏
を
利
用
し
て
「
十
一
匹
の

ね
こ
」
の
似
顔
絵
を
描
い
て
く
れ

あ
り
ま
す
。
見
に
お
い
で
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
第
一
・
第
三
金
曜

日
十
時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。
見
学
入

会
随
時
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

七
月
九
日
�

受
付
／
午
前
八
時
四
十
五
分

開
会
式
／
午
前
九
時

▼
場
所

町
民
体
育
館

▼
参
加
資
格
及
び
チ
ー
ム
編
成

・
十
八
歳
以
上
の
女
性
チ
ー
ム

・
男
女
混
合
チ
ー
ム
（
男
性
は
同

時
に
プ
レ
ー
で
き
る
の
は
二
名

ま
で
）

・
一
チ
ー
ム
　
四
名
〜
六
名

※
個
人
参
加
の
場
合
は
主
催
者
側

で
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
。

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

六
月
二
十
八
日
�
ま
で

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

20
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

絵
手
紙

ひ
と
花
咲
か
そ
う
展

第
十
五
回
ふ
れ
あ
い

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

ア
ニ
メ
映
画

「
十
一
匹
の
ね
こ
」フ
ェ
ス
タ

歯
の
健
康
ま
つ
り
の
ご
案
内

ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
ご
案
内



た
方
に
は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
進
呈

し
、
似
顔
絵
は
会
場
に
展
示
い
た

し
ま
す
。
ご
家
族
み
な
さ
ま
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

六
月
四
日
�

①
午
前
十
時

②
午
後
一
時
三
十
分

着
ぐ
る
み
と
の
撮
影
会
は
映
画

上
映
終
了
後
行
い
ま
す
。

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

・
小
人
（
三
歳
以
上
）

前
売
　
　
　
七
〇
〇
円

当
日
　
一
、
〇
〇
〇
円

・
大
人

前
売
　
一
、
〇
〇
〇
円

▼
日
時

六
月
十
日
�

二
回
公
演

①
午
後
十
二
時
三
十
分

②
午
後
四
時
三
十
分

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
出
演
者
予
定
者

ま
す
だ
お
か
だ
、
安
田
大
サ
ー

カ
ス
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
他

※
た
だ
し
、
予
告
な
く
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
指
定
　
　
三
、
一
五
〇
円

（
未
就
学
児
童
入
場
不
可
）

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、

各
指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発

売
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
８
０
２
０

午
前
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
、
花
の
手
入
れ
や
草
取
り
、

樹
木
の
間
伐
、
落
ち
葉
拾
い
な
ど

で
汗
を
流
し
、
午
後
は
お
も
い
っ

き
り
公
園
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
予
定
日

・
第
二
回
　
六
月
四
日
�

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
掘
り

・
第
三
回
　
九
月
二
十
四
日
�

コ
ス
モ
ス
の
花
が
ら
摘
み

・
第
四
回
　
二
月
二
十
五
日
�

落
ち
葉
拾
い

参
加
者
は
、
入
場
料
が
無
料

定
員
二
百
名
程
度

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

ま
ん
の
う
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

�
79
―
１
７
０
０

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
annoukouen.go.jp

）

に
て
掲
載
中
。

▼
日
程

六
月
十
一
日
�

午
前
九
時
〜
十
一
時

▼
場
所

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
前

建
設
組
合
宇
多
津
地
区

※
各
自
二
丁
ま
で
と
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
０
０
０
５

岡
田
　
米
蔵

当
日
　
一
、
三
〇
〇
円

・
親
子
ペ
ア

一
、
五
〇
〇
円
（
前
売
の
み
）

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、

各
指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発

売
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
８
０
２
０

松
竹
芸
能
若
手
芸
人
が
ユ
ー
プ

ラ
ザ
う
た
づ
に
や
っ
て
く
る
！
中

四
国
で
は
唯
一
ユ
ー
プ
ラ
ザ
だ
け

の
公
演
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

21
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

行政相談
6月16日（金）午後1時～午後3時
町保健センター2階研修室
町総務課　�49－8013

弁護士による心配ごと相談
7月11日（火）午前9時～正午
町福祉センター1階
町社会福祉協議会　�49－0287

特設人権相談
6月1日（木）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　�49－8002

法律相談（事前申込）
6月22日（木）午前9時30分～正午
宇多津商工会
宇多津商工会　�49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　�49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

子育て相談コーナー
（子育てに関すること、いじめ、虐待など）
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　�49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　�49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
（ストレスや対人関係の悩みなど）
6月15日（木）午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　�49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

一般相談
（家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題）
6月6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）
午前9時30分～正午
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　�49－0287

身体障害者相談
6月16日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　�49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　�49－0287

電話相談（福祉を中心としたあらゆる相談）
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　�49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8000

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

ま
ん
の
う
公
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日
参
加
者
募
集
！

包
丁
研
き

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！

チ
ク
ル
２
０
０
６

全
国
ネ
タ
見
せ
ツ
ア
ー
！
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広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。

人口の動き（5／1現在）●人　口　…17,529人（＋20人）（男）8,622人（＋2人）（女）8,907人（＋18人）●世帯数　7,466世帯

�宇多津町ホームページアドレス http://town.utazu.kagawa.jp
�町教育委員会メールアドレス　 kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

�総務課メールアドレス　soumu@town.utazu.kagawa.jp
�町議会メールアドレス　gikai@town.utazu.kagawa.jp
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尊
皇
の
志
士
の
集
会
所

今
日
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
宇
多

津
の
尊
皇
派
の
人
は
、
阿
比
野
安

太
郎
、
堀
田
佐
次
郎
、
岳
村
、
亀

井
氏
等
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
各

地
か
ら
、
尊
皇
派
の
人
た
ち
が
ひ

そ
か
に
集
ま
っ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
中
心
人
物
が
本
町
に
住
ん

で
居
た
安
太
郎
で
あ
っ
た
。
南
北

朝
時
代
、
北
朝
を
支
え
た
足
利
尊

氏
、
直
義
兄
弟
に
対
し
、
南
朝
を

支
え
た
新
田
義
貞
、
義
助
兄
弟
の

左
近
こ
と
金
岳
公
子
は
連れ

ん

枝し

（
高
貴
な
人
の
兄
弟
の
敬
称
）
と

成
っ
て
藩
を
側
面
か
ら
指
導
し

た
。そ

の
間
に
あ
っ
て
公
子
は
ひ
そ

か
に
上
京
し
、
勤
王
の
志
士
に
面

会
し
、
国
事
を
談
じ
合
っ
て
帰
ら

れ
た
。

弘
化
元
年
、
嫡

ち
ゃ
く

母ぼ

、
円
浄
院
が

病
む
と
聞
く
や
、
江
戸
に
行
き
介

護
の
労
に
つ
き
、
幼
時
の
愛
育
に

感
謝
し
た
。
そ
の
間
に
藩
邸
よ
り

微
行
し
て
水
戸
に
行
き
、
景
山
公

に
面
会
し
勤
王
上
の
種
々
の
教
訓

を
得
て
帰
国
さ
れ
た
。

公
子
は
生
母
が
熱
心
な
法
華
信

者
で
あ
り
、
上
の
兄
お
二
人
が
早

天よ
う

さ
れ
た
の
で
、
幼
時
よ
り
神
仏

の
研
究
に
入
ら
れ
た
。

宇
多
津
の
志
士
と
公
子

公
子
は
西
郡
「
謗
法

ぼ
う
ほ
う

（
仏
法
を

悪
く
言
う
）
退
治
」
の
名
目
で
出

張
説
教
を
し
て
い
る
。
宇
多
津
で

の
状
況
を
次
に
述
べ
る
と
、「
嘉

永
二
年
四
月
二
十
六
日
薄
暮
、
鵜

足
津
本
妙
寺
へ
御
着
陣
成
せ
給
ふ
、

直
ち
に
本
堂
へ
、
御
武
家
の
御
身

な
れ
ば
高
座
に
は
非
ず
御
木
馬
の

上
に
於
い
て
御
法
話
遊
ば
さ
れ

る
。
参
詣
の
信
男
、
信
女
は
本
堂

に
充
満
し
幾
百
人
と
も
数
を
し
ら

ず
。」
こ
の
夜
は
宇
多
津
に
宿
泊
、

志
士
が
集
ま
り
謀
議
を
も
っ
た
。

将
軍
、
そ
の
義
助
将
軍
か
ら
十
九

代
目
が
安
太
郎
で
あ
っ
た
。
南
朝

敗
れ
は
し
た
も
の
の
尊
皇
の
精
神

を
密
か
に
も
ち
続
け
て
き
た
家
だ

っ
た
。

讃
岐
尊
皇
派
の
心
の
支
柱

こ
れ
ら
の
人
々
が
精
神
の
よ
り

所
と
し
た
方
が
あ
っ
た
。

高
松
藩
主
八
代
、
松
平
頼
儀

よ
り
の
り

公

の
実
質
上
の
長
子
、
頼
該

よ
り
か
ね

で
左
近

さ
ん
と
か
、
金
岳
公
子
と
も
呼
ば

れ
た
方
で
あ
る
。

母
が
頼
儀
公
の
侍じ

妾
し
ょ
う
で
あ
っ

た
。秀
で
た
方
で
藩
で
は
士
民
皆
、

公
子
が
立
っ
て
世
子
と
成
ら
れ
る

と
期
待
し
た
が
藩
主
は
本
家
筋
の

水
戸
藩
か
ら
九
代
に
頼
恕

よ
り
ひ
ろ

公
を
迎

え
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
安
太

郎
は
藩
士
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り

阿
波
に
追
放
さ
れ
る
。三
年
の
後
、

長
谷
川
宗
右
衛
門
の
分
離
救
護
に

よ
り
帰
国
し
て
福
江
村
里
長

さ
と
お
さ

、
安

井
新
四
郎
の
家
に
監
禁
さ
れ
る
。

長
谷
川
も
尊
王
派
の
藩
士
で
、
後

の
「
安
政
の
大
獄
」
と
言
わ
れ
る

時
に
捕
ら
え
ら
れ
、
獄
中
で
吉
田

松
陰
と
文ふ

み

を
交
し
た
こ
と
が
松
陰

の
『
留
魂
録
』
の
中
に
記
さ
れ
て

い
る
そ
う
だ
。

安
太
郎
は
後
に
は
許
さ
れ
て
わ

が
家
に
帰
り
、
旅
舎
を
営
み
、
志

士
を
寄
寓ぐ

う

さ
せ
終
始
勤
王
の
志
を

屈
せ
ず
に
活
動
し
て
い
る
。

佐
次
郎
も
藩
に
捕
ら
え
ら
れ
て

調
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
帰
途
に

暗
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

藩
難
と
公
子

慶
應
四
年
正
月
三
日
、
世
に
言

う
「
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
」
は
高

松
藩
兵
は
鳥
羽
伏
見
で
官
軍
に
発

砲
し
て
朝
敵
と
さ
れ
た
。

徳
川
幕
府
の
親
藩
で
あ
り
、会
津
、

桑
名
、
高
松
の
松
平
の
官
爵
を
剥は

く

史
跡
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
④

奪だ
つ

し
、
さ
ら
に
京
都
藩
邸
は
没
収

さ
れ
た
。

正
月
十
四
日
の
夜
半
に
上
方
の

状
況
が
判
明
し
、
藩
主
は
重
臣
家

老
職
に
あ
っ
た
者
を
総
登
城
さ

せ
、
三
日
三
晩
に
わ
た
っ
て
激
論

を
し
高
松
藩
の
と
る
べ
き
道
を
討

議
し
た
。
最
後
に
松
平
左
近
こ
と

公
子
が
朝
廷
に
御
赦
免

し
ゃ
め
ん

を
願
い
出

て
恭
順
の
意
見
に
賛
成
し
て
二
人

の
家
老
が
切
腹
と
藩
主
は
城
を
出

て
浄
願
寺
に
入
り
、
門
を
閉
ざ
し

て
謹
慎
し
た
。

会
津
藩
の
若
い
女
性
の
自じ

刃じ
ん

の
時

の
歌
、

武
士

も
の
の
ふ

の
道
と
聞
き
し
を

頼
り
に
て

お
も
ひ
立
ぬ
る
黄
泉
よ

み

の
旅
か
な
　

（
由
布
子
二
十
三
歳
）

ま
た
、
妹
が
上
の
句
を
書
く
と
、

姉
が
下
の
句
を
続
け
た
歌
、

手
を
と
り
て
共
に
ゆ
き
な
ば

迷
は
じ
よ（
瀑
布
子

た

え

こ

十
三
歳
）

い
ざ
た
ど
ら
ま
し
死
出
の

山
み
ち
　（
細
布
子

ち

え

こ

十
六
歳
）

会
津
藩
の
娘

じ
ょ
う
子し

軍
や
白
虎
隊
の
よ

う
な
悲
劇
を
止
め
ら
れ
た
の
は
公

子
の
力
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
浄
願
寺
は
宇
多
津
に
あ
っ

た
も
の
を
高
松
に
移
し
た
の
で
、

そ
の
後
に
浄
泉
寺
を
建
立
し
た
の

で
あ
る
。

記
事
文
責
者
　
奥
村
　
貞
夫

維
新
前
夜
の
宇
多
津「
浄
泉
寺
書
院
」

浄泉寺書院

堀田佐次郎の墓（浄泉寺）

阿比野安太郎の墓（円通寺）


